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◇国の蔓延防止が 3月の下旬に解除され，基本的な感染症対策

を引き続き行いながらも，制限や制約のない日常を取り戻し

つつあるように感じます．マスク着用が今後どのようになる

のか，とても気になるところです．

◇さて、今月号の冒頭では，研究・開発した成果を記憶に留め

ておくだけでなく，記録に残すことの大切さについても述べ

られています．現在の社会では，VUCA，すなわち変動制

（Volatility），不確実性（Uncertainty），複雑性（Complexity），

曖昧性（Ambiguity）の時代という「答えのない時代」，「変

化し続ける時代」に対応することが求められています．これ

は，社会のニーズに応えるだけでなく，創りたい社会を具体

的にし，新しい価値を創造することが必要となっています．

このような新しい価値にチャレンジングされた成果は，新し

い社会を切り開くシーズとして，ぜひ，記録に残していただ

きたいと感じました．

◇ 6月号の編集にかかわってくれました皆様に心から感謝いた

します．次号も変わらぬご支援を宜しくお願い致します．

〔K. S.〕

「ぶんせき」次号掲載予定

〈と び ら〉　　

化学分野の高度データ関連人材の育成に向けて　

　 長谷川　浩

〈入門講座〉　地球環境問題へのとびら

地球温暖化─海洋中のCO2 測定─ 村田昌彦

〈解　　説〉　　

無機分析における固相抽出の応用 高久雄一

〈ミニファイル〉　衛生と安全　

安全衛生管理総論 中村　修

〈話　　題〉　　

パターン認識，機械学習は化学センサにおいて万能か？

　 佐々木由比・南　豪
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